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（続紙 ２ ） 
 
氏 名 辻倉 裕喜 
（論文審査の結果の要旨） 
本論文は、洪水到達時間が短く水位・流量観測データが乏しい中小河川や、河川流況
が時々刻々と複雑に変化する大河川を対象とし、予測誤差の要因となる水位・流量曲線
を介さず、水工シミュレーションモデルに非線形フィルタを導入して実時間で河川水位
を予測する手法を開発したものであり、得られた主な研究成果は次のとおりである。 
１）計算負荷の低い非線形フィルタであるアンセンテッドカルマンフィルタと水位予測
モデルとを組み合わせて、時々刻々得られる観測水位データによる同化計算を組み込ん
だ実時間水位予測システムを開発し、急流河川と緩流河川を対象として本手法の適用性
を確認した。 
２）降雨流出モデルのモデル定数の洪水ごとの変化要因を多数のダム流域で分析し、こ
れらのモデル定数等をアンセンテッドカルマンフィルタにより時々刻々推定しつつダム
流入量を予測する降雨流出予測システムを開発し、山地流域のダム流入量予測の精度向
上を図った。 
３）低平地河川の実時間水位予測を実現するために、不定流モデルによる洪水追跡計算
手法と粒子フィルタによるデータ同化手法とを組み合わせた実時間水位予測手法を開発
し、状態量の選択方法、粒子個数、フィルタリングに用いる観測情報の地点数が予測結
果に与える影響を分析して、実務的な水位予測システムを構築する上での課題を整理し
対応方法を示した。 
４）河口砂州崩壊による急激な水位変動を考慮する実時間水位予測手法として、不定流
モデルと粒子フィルタおよびアンセンテッドカルマンフィルタを組み合わせた水位予測
手法を開発した。河川区間下流端の河床変動高を時々刻々と推定することで、砂州崩壊
の予測水位への影響を考慮しつつ河川水位を適切に予測することに成功するとともに、
粒子フィルタを組み合わせた水位予測手法の適用性が高いことを示した。 
以上のように、本論文は、水位・流量観測データが乏しい中小河川や河川流況が時々
刻々と複雑に変化する大河川を対象として、河川水位を実時間で予測する手法を開発し
実流域に適用してその適用性を検討したものであり、学術上、実際上寄与するところが
少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成２９年１月２３日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
